
共募3

　地域歳末たすけあい運動は、新たな年を迎える時期に支援を必要とする方や、誰もが住み慣れた地
域で安心して暮らすことができるよう、地域住民や民生委員・児童委員、ボランティア、社協、福祉施設
など関係機関や団体とともに共同募金運動の一環として取り組みます。
　今年も自治会を通じ、「赤い羽根共同募金」の戸別募金と合わせてご依頼
いたしますので、みなさまの変わらぬご支援をお願い申し上げます。

ありがとうメッセージをご紹介

　１月の参観日は、お正月遊びを親子で楽しむ
行事が恒例になっています。
　親子や地域の方と伝統文化を楽しみながら
継承していきます。お正月伝承遊びを通じて、
親子の結びつきを深めることができました。

　衛生面から、うすと杵を使ったお餅つきはで
きませんでしたが、機械でもち米を蒸し、地域
の方と一緒にお餅をつきました。
　お餅つきを通じて世代間の交流を深めるこ
とができました。

https://www.akaihane-hyogo.or.jp/

津井幼稚園/お正月伝承遊び 八木保育所/お餅つき大会

地域歳末たすけあい運動

詳しい配分先は
「はねっと」を
ご覧ください!

運動期間：令和5年10月1日～令和6年3月31日

南あわじ市共同募金委員会（兵庫県南あわじ市広田広田1064 番地）
TEL （0799）44-3007 / FAX （0799）44-3037

街頭募金の様子（慈眼寺/愛染祭）

南あわじをよくするしくみ。



共募1共募2

　共同募金運動は、戦後間もない昭和22（1947）年に、「国民たすけあい運動」として始まりました。
　当初は、戦後復興の一助として、被災した福祉施設を中心に支援が行われ、その後、法律（現在の「社会福祉
法」）に基づき、地域福祉の推進のために活用されてきました。社会の変化の中、共同募金は、誰もが住み慣れ
た地域で安心して暮らすことができるよう、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を支援する
「じぶんの町を良くするしくみ」として取り組みが進められ、今年で77周年を迎えました。
　南あわじ市では、お寄せいただいた募金の約9割を地域に還元し、残りの約1割は市区町村を超えた広域で
の活動や災害時の備えのためなどに使っています。

企業や団体などに参加をお願いす
る募金。法人募金

園児・児童・生徒に参加をお願いす
る募金。学校募金

自治会のご協力により各世帯に参
加をお願いする募金。戸別募金

商店街やイベント会場などで参加
をお願いする募金。

街頭募金

市内のさまざまなお店に募金箱を
設置し参加をお願いする募金など。その他募金

企業や団体、官公庁などの職場で、
従業員が社会貢献活動の一環とし
て行う募金。

職域募金

赤い羽根共同募金はこのような形でお願いしています。

赤い羽根共同募金ってなんだろう・・・？共同募金は南あわじ市内の福祉活動に役立てられています。その一部をご紹介！共同募金は南あわじ市内の福祉活動に役立てられています。その一部をご紹介！

研修会では、朗読技術・基本について学ぶことができました。
聞いた方の脳裏にその情景が浮かぶように読み手も意識し
ながら朗読を続けていきます。

グリーンポエム/朗読研修会

瓦とひなの会/瓦とひなまつり

卓球バレーを活発にしているサロンです。他地区からの訪問
もあり、阿万地区のみならず、南あわじを元気にしています。

ふれあい・いきいきサロン/
コミュニティスペースエモラボ

湊地区地域づくり協議会/
地域つながり強化事業(雪まつり)

会場で色鮮やかな衣装のおひなさまが、瓦とマッチし華やか
な雰囲気に包まれています。島外からの来場者も多く、たくさ
んの笑顔があふれています。

自然の中で魚取り、野外料理、海洋スポーツ、工作物作り、
キャンプファイヤーなど多彩な経験を仲間と一緒になって取
り組み、自然の大切さやチームワークの大切さを学びました。

ボーイスカウト第４団/夏季訓練事業

福祉や人に関心を持ち、自ら行動する人々が増えることを目
指して福祉学習を実施しています。また地域の方と当事者が
つながるきっかけにもなっています。

市内の小中学校など/福祉学習

絶好の条件で雪まつりを開催できました。
三世代交流事業として、多くの方に楽しんでいただけました。

「声」で支え
る人たちの

思い
集えることに

嬉しさひとし
お！

瓦とひなが織
りなす地域の

彩り！
経験が育む未

来のリーダー
たち！

学ぶことで
、広がる福祉

！
心の糸をま

つりが紡ぐ
！ 南あわじ市共同募金委員会の様子

街頭募金の様子

南あわじ市共同募金委員会が、
ご協力いただいた募金を集約します。

集約した募金をすべて
兵庫県共同募金会に一旦送金します。

兵庫県共同募金会から
南あわじ市共同募金委員会へ
南あわじ市の募金総額の約9割が配分されます。

南あわじ市内の住民組織や団体、社会福祉協議会
などが行う福祉活動に活用します。
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